
表
の
1273
か
ら
1290
ま
で
の
項
中
「

４
あ
り
ア
ダ
リ
ム
マ
ブ
，
ゴ
リ
ム
マ
ブ
」
を「

４
あ
り
ア
ダ
リ
ム
マ
ブ
，
ゴ

，
セ
ル
ト
リ
ズ
マ
ブ

リ
ム
マ
ブ

ペ
ゴ
ル

」
に
改
め
る
。

平成™œ年›月˜日 月曜日 第�—˜�号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
九
十
三
号
）
別
表
17
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
傷
病
名
、
手
術
、
処
置
等
及
び
副
傷

病
名
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

第
十
五
号
中
１
を
削
り
、
２
か
ら
５
ま
で
を
１
ず
つ
繰

り
上
げ
、
同
号
の
６
中
「
５
」
を
「
４
」
に
改
め
、
同
号

の
６
を
同
号
の
５
と
し
、
同
号
中
７
を
６
と
す
る
。

第
二
十
二
号
の
１
中
「
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
」
を

「
第
三
十
九
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

〇
財

務

省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
四
号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
掲

げ
る
業
務
に
係
る
取
引
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
金
銭

の
支
払
そ
の
他
の
条
件
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
七
月

財

務

省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
一
号
）
を
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

第
四
条
の
二
中
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を

「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
主
務
大
臣
が
定
め
る
割
合
の
特
例
）

第
五
条
の
二

対
象
債
権
が
劣
後
特
約
付
金
銭
消
費
貸
借

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
百
分
の
五
十
を
適
用
す
る
。

別
表
第
三
の
二
を
削
る
。

〇
中
央
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五
年
中
央
労
働
委
員
会
告
示
第

一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

中
央
労
働
委
員
会
会
長

諏
訪

康
雄

第
一
号
の
表
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
十
七
号
）
第
二
条
第
二
号
の

職
員
が
結
成
し
、
又
は
加
入
す
る
労
働
組
合
（
組
合
員
で

あ
る
法
人
の
職
員
が
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
み
に

限
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
職
員
の
う
ち

労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第

二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
者
の
範
囲
は
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
勤
務
箇
所
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
者
と
す
る
。

第
二
号
を
削
り
、
第
一
号
の
号
番
号
を
削
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
一
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
八

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
法
第
二
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
薬
事
法
第
二
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に

よ
り
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機
器
、

管
理
医
療
機
器
及
び
一
般
医
療
機
器
（
平
成
十
六
年
十
二

月
二
十
四
日
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

別
表
第
三
第
三
十
七
号
中
４
を
５
と
し
、３
を
４
と
し
、

２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３

再
使
用
可
能
な
樹
脂
製
注
射
筒

〇
特
許
庁
告
示
第
七
号

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）

第
七
十
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十
年
九
月
二
十
一
日
特
許
庁
告
示
第
二
号
（
特
許
庁
以
外
の
国
際
調
査

機
関
に
対
す
る
手
数
料
の
納
付
の
た
め
の
口
座
及
び
調
査
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
を
定
め
る

件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

特
許
庁
長
官

深
野

弘
行

第
二
号
中
「
二
十
万
六
千
七
百
円
」
を
「
二
十
三
万
四
千
八
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
後
に
特
許
庁
が
受
理
す
る
国
際
出
願
に
係
る
手

数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
特
許
庁
が
受
理
し
た
国
際
出
願
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

〇
特
許
庁
告
示
第
八
号

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）

第
八
十
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
九
日
特
許
庁
告
示
第
二
号
（
国
際
事
務

局
の
口
座
及
び
本
邦
通
貨
の
金
額
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

特
許
庁
長
官

深
野

弘
行

第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

本
邦
通
貨
の
金
額

１

千
三
百
三
十
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

十
三
万
五
千
五
百
円

２

十
五
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

千
五
百
円

３

二
百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

二
万
四
百
円

４

百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

一
万
二
百
円

５

三
百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

三
万
六
百
円

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
（
第
二
号
３
に
係
る
部
分
を
除
く
。）は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
後
に
特
許

庁
が
受
理
す
る
国
際
出
願
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
特
許
庁
が
受
理
し
た
国
際
出
願
に
係
る
手

数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
四
十
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
起
業
地
の
一
部
に
つ
い
て
収
用
又
は
使
用
の
手

続
が
保
留
さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に

基
づ
き
あ
わ
せ
て
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

第
１
起
業
者
の
名
称
国
土
交
通
大
臣

第
２
事
業
の
種
類
一
般
国
道

1
1
2号
改
築
工
事
（
霞

城
改
良
・
山
形
県
山
形
市
旅
篭
町
一
丁
目
地
内
か
ら

同
市
城
北
町
一
丁
目
地
内
ま
で
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
山
形
県
山
形
市
旅
篭
町
一
丁
目
、

相
生
町
、
大
手
町
、
錦
町
、
城
北
町
一
丁
目
及
び
城

北
町
二
丁
目
地
内

２
使
用
の
部
分
山
形
県
山
形
市
旅
篭
町
一
丁
目
、

相
生
町
、
大
手
町
、
錦
町
、
城
北
町
一
丁
目
及
び
城

北
町
二
丁
目
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
山
形
県
山
形
市
旅
篭
町
一

丁
目
地
内
か
ら
同
市
城
北
町
一
丁
目
地
内
ま
で
の
延

長
1•
1
›
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
「
一
般
国
道

1
1
2号
改
築
工
事
（
霞
城
改

良
）」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）で
あ
る
。

›
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